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［背景］ 

リグニンは，木材中の存在する芳香族ポリマーであり，再生可能な資源として注目されている．

しかしながら，その利用法の開発，特に高付加価値品である芳香族化合物への転換に関しては応

用が進んでおらず，主に燃料として利用されているのが現状である．そこで本研究ではリグニン

を混合させたアルカリ水溶液に対して気液界面放電によるプラズマ照射を行い，リグニンから抗

菌・抗酸化作用を持つバニリンへの転換を行った． 

［実験操作］ 

スギ木粉を 1 mol/Lの NaOH 水溶液と混合させ，リグニンを部分的に溶解した 10 g/Lのスラリー

溶液（リグニンアルカリ水溶液）に対して大気圧の空気またはアルゴンガス雰囲気下で銅電極に

10 kV の DC パルス電圧を印加することで気液界面プラズマを形成した．リグニンアルカリ水溶

液に対してプラズマ照射を行った際の実験装置図を Fig. 1 に示す．プラズマ照射後の水溶液を一

定時間静置し，HPLC を用いて定性，定量分析を行った． 

［結果および考察］ 

リグニンアルカリ水溶液に対してプラズマ照射をすることで，バニリンの生成が確認された．ま

た，その収量はプラズマ照射後の静置時間が長くなるにつれて大きくなった．空気雰囲気下で DC

パルス電圧を 0，5000，50000 パルス印加して生成されたバニリンの収量の時間変化を Fig. 2に示

す．プラズマ未照射と 5000 パルス照射した溶液は時間が経過するにつれて増加しているが，50000

パルス照射した溶液は 1 時間でも高い収量を示し，その後は若干の増加が見られた．静置時間の

経過によるバニリンの増加は強アルカリ条件下において徐々に起きるが，H2O2などの長寿命活性

種によるリグニンの分解も起きていると考えられる． 

 

Fig. 1 Schematic diagram of experimental setup         
Fig. 2 Time change of vanillin yield 

after plasma irradiation in air 
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